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主な取組内容

○有機農業の面積拡大（いも類、露地野菜）

（令和２年度：3.0ha → ９年度：6.0ha）

○有機農業の面積拡大（水稲）

（令和２年度：1.6ha → ９年度：6.0ha）

○学校給食への有機農畜産物提供数増加

（令和２年度：1.8t → ９年度：9.4t）

普及に向けた取組

成果目標

・令和5年に作成した水稲、野菜の栽培マニュアルの活用を啓発し、新たな生産者の確保に努める。
・給食に提供する主要５品目の他に葉物野菜、麦の栽培の取組も開始。

生産者の意向により、各種学習会、研修会も実施したい。
・学校給食での利用向上に向け、農産物の保管施設を検討。

背景・課題

品 目

構 成 員

松川町は、果樹産地として100年以上の歴史がある
が、後継者不足により遊休農地が増加。現在、農地約
1,300haの内、200ha超が遊休農地となっており、
その解消・生産者確保が課題となっている。

松川町、ゆうき給食とどけ隊、

町内有機農業者、

ゆうきの里を育てよう連絡協議会、

農業振興会議 等

露地野菜、水稲 等

松川町（長野県松川町） 25R５補正
R６当初

松川町

・有機農産物の学校給食の利用拡大、ほ場への収穫体験等
・食を考え農地を守るフォーラムの開催

▲有機食材 学校給食

消費

問い合わせ先
長野県松川町 産業観光課農業振興係（交流センターみらい）
TEL：0265-34-7066
松川町HP ゆうきの里を育てよう～みどりの食料システム戦略～
https://www.town.matsukawa.lg.jp/choseijoho/sangyoshinko/nogyo/noushin/9299.html

・土壌診断に基づく施肥設計、
堆肥施用による土づくりの実施

・田植え機や除草機等の農業機械の導入及び
共同利用体制の検討

・慣行栽培から有機栽培への移行支援

生産
慣行栽培からの

移行研修会

・栄養素分析検査による流通・販売規格の検討
・参加型認証制度の取組検討

加工
流通

▲収穫・搬入業者への納品体験 ▲一般消費者向け研修会
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